山本とみたか議会だよりNO６号  平成８年３月２３日発行

  梅の花もようやく満開となり、春らしくなってきました。春日居中の卒業生（６１人）全員が希望する高校に合格できたそうです。おめでとうございました。いよいよ四月からはまた新学期が始まり、岡神社のお祭りもやってきます。そしてサクラやモモの花も咲きだすことでしょう。農家にとっては、また忙しい季節となりました。

  町議会の方では、２月２２日に臨時議会があり、町民スポーツ広場の建設工事の請負契約が提案されました。これは、同広場の建設がいよいよ新年度から建設されることになり２月１９日に入札が行われ、井尻工業・茂手木工業ＪＶが７億７千８百６８万円で落札したので、議会の承認を求めたものです。

  金井町長の説明によりますと、同広場は７年度までに１０億８千５７０万円で用地２万６千平方メートルの買収が終わり、平成１０年３月までに完成予定ということです。用地を提供したひとたちや、近隣のひとたちには色々と迷惑のかかったこともありましたが、一日も早く立派なスポーツ広場が完成し、利用できるようにしたいものです。

  新年度予算案など審議する三月定例議会は１２日から１９日まで、８日間にわたって開かれました。人事案件４件、条例案４件、補正予算７件、新年度予算７件など２６議案が金井町長から提案されました。７年度補正予算は１億３千８０７万円が追加されましたので、７年度の合計予算は４０億８千２６５万円という大型予算となりました。このうちで１０億８千余万円は先に記したようにスポーツ広場の用地費だったものです。

  人事案件では公平委員に神沢武重（鎮目・再）飯田章雄（国府・新）大木孝明（桑戸・新）の3氏、固定資産評価審査委員に曽根英機氏（徳条・新）をそれぞれ選任しました。公平委員というのは、人口15万人以上の自治体に設置されている人事委員会のことで、役場職員の労働問題などタッチする委員です。

  平成8年度の新年度予算案のうち、一般会計の総額は29億3千720万円で、7年度の当初（年度初め）予算より7億3千800万円（２０％）もすくない額です。やはりこれは、スポーツ広場の用地費などがなくなったためです。歳入の主なところは、町税8億200万円、地方交付税8億7千万円、町債5億5千900万円などです。

  一方、歳出では、総務費5億8千783万円、教育費5億2千269万円、民生費4億4千587万円、土木費3億1千523万円、衛生費2億9千194万円、農林水産費2億7千94万円などです。また、特別会計では医療費などにあてる国民健康保険関係が4億6千200万円、簡易水道関係が1億600万円、温泉開発事業が1億3千166万円、土地取得関係が1千145万円、下水道事業が5億7千831万円、老人保健関係が5億6千950万円などです。これらを合計すると実に47億9千612万円となります。

  これを町民（約6500人）一人当たりにしてみますと74万円くらいになります。春日居町という一つの自治体が生活していくためには、大変な金がかかっているわけです。このため町でもかなりの借金をしており、7年度末で52億6千113万円、これに8年度に借りる予定が8億800万円で合わせると60億6千913万円となります。借りた金は返さねばならず、8年中に2億3千484万円を返すことにしています。残りの58億3千429万円が借金ですから町民一人90万円くらいになります。

  金井町長は議会の開会にあたり「町民総参加の行政が功を奏するよう努力している。8年度の予算編成にあたっては、財源確保が厳しいなかで、計画的工事としてのスポーツ広場の着工にこぎつけた。ことしの新規事業としては福祉保健センター建設を着手したい。8年中に建設委をもうけ、用地選定や設計を行い9年には着工、完成させたい。また、町の顔である春日居町駅周辺の開発に着手し、21世紀にふさわしい環境づくりをしていきたい」とあいさつしました。

  また、12月議会以来の行政報告として、次のような報告がありました。

1、 長期計画の基本計画は3月6日に答申をうけたので、いま印刷中である。

2、 スポーツ広場は3月2日に起工式をおこなった。3年後には完成させたい。

3、 桑戸バイパス（春日居小前から笛吹川までの新道路）は7年中に測量を終え、5月ころには路線を決定し、用地交渉にはいりたい。

4、 し尿処理について、山梨市の施設に投入できるよう交渉しているが、地元で厳しい要求が出ているので、なかなか厳しい状況である。

5、 西関東自動車道と笛吹橋北詰問題について、中尾建設大臣に陳情した。自動車道は8年度に測量、9年度に調査、10年から着工ということだった。笛吹橋の立替えは困難で、石和町が作る道路に関連道路をつくることになる。

一般質問は19日におこなわれ5議員が質問しましたが、今回私は見合わせました。わたしが所属する土木委員会では、次のような問題が論議されました。

＜温泉跡地への公園建設＞町は3千700万円で甲州８珍菓など植える公園を建設する計画をだしました。他の委員会からも、「財政が苦しい折りに多額すぎる」という声もあり、この予算は6月議会で減額して作ることにしました。

＜スッポン養殖＞いまは専任職員がおらず、産業課の職員がえさをやっているが、親が70匹いるだけで、出荷はしていないということです。このため、専任職員を早くみつけ、養殖とともに、二次製品の開発をすすめるよう要望しました。

＜温泉開発＞町では今年、平等川以北の温泉開発について、専門家に調査を委託するそうです。そこで私はおぼだい山やあずまや山など、山間部の調査も要望しておきました。

· その他のできごと＊

· 塩沢商店前のＭさんの家を取り壊すことができました。私も区長当時から、危険だったあの無住、老朽家屋の取り壊しを町に要望してきました。しかし、個人の物を町で壊すわけにはいかないということで、Ｍさんを捜すことからはじめました。御坂町に住んでいることがわかりましたので、数回交渉しやっと2月12日に承諾してもらいました。土地所有者の岡神社との調印も整い、神社では3月2日取り壊し工事をしました。

· 防火水槽が完成しました。岡神社の西のほうにはたくさんの新住宅がでてきました。万一のため、中村吉重さんのご協力により、中村さんのアパートの庭に４０トンの初期消火用の防火水槽が町の工事でこのほど完成しました。

では、次の6月議会まで……

